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英
霊
に
こ
た
え
る
会
中
央
本
部
 
 

運
営
委
員
長
 
倉
 
林
 
和
 
男
 
 

（
元
空
将
補
）
 
 

一
昨
年
の
平
成
十
一
年
八
月
六
日
、
野
中
広
務
内
 
 

閣
官
房
長
官
は
、
記
者
会
見
で
靖
国
神
社
の
環
境
整
 
 

備
を
求
め
る
発
言
を
し
、
約
一
カ
年
が
経
過
し
た
昨
 
 

十
二
年
七
月
十
一
日
、
自
由
民
主
党
の
党
五
役
等
十
 
 

名
に
よ
る
靖
国
神
社
問
題
懇
談
会
 
（
「
靖
国
懇
」
）
 
を
 
 

発
足
さ
せ
、
年
内
に
結
論
を
取
り
ま
と
め
る
は
こ
び
 
 

で
数
回
の
会
合
を
も
っ
た
が
、
結
論
を
出
す
ま
で
に
 
 

至
ら
ず
越
年
し
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
記
者
会
見
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
 
 

と
が
語
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
正
確
を
期
す
る
た
 
 

め
に
、
朝
日
新
聞
か
ら
引
用
す
る
と
 
 
 

‥
・
「
だ
れ
か
が
戦
争
の
責
任
を
負
わ
な
く
て
は
 
 

な
ら
な
い
。
A
級
戦
犯
の
方
々
に
第
二
次
大
戦
の
責
 
 

任
を
負
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
方
々
を
分
祀
す
る
。
靖
 
 

国
神
社
を
で
き
れ
ば
宗
教
法
人
格
を
は
ず
し
て
純
粋
 
 

な
特
殊
法
人
と
し
、
宗
教
を
問
わ
ず
に
国
民
全
体
が
 
 

霊
に
こ
た
え
る
合
た
よ
り
 
 

野
中
元
官
房
長
官
の
靖
国
発
言
に
物
申
す
 
 

－
 
い
わ
ゆ
る
A
級
戦
犯
分
祀
に
つ
い
て
－
－
 
 

慰
霊
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
・
・
・
 
 

と
記
し
て
お
り
、
他
紙
も
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
報
じ
 
 

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
、
こ
の
よ
う
に
発
言
し
 
 

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
発
言
は
、
ひ
だ
す
ら
東
京
 
 

裁
判
史
観
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
 
 

で
き
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
東
京
裁
判
の
不
法
、
不
当
性
等
に
は
 
 

言
及
せ
ず
、
こ
の
野
中
発
言
に
対
し
て
、
野
中
元
官
 
 

、
 

房
長
官
に
質
問
す
る
形
で
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

一
、
あ
な
た
が
、
戦
争
責
任
、
A
級
戦
犯
と
言
っ
 
 

て
い
る
人
は
、
そ
の
分
祀
と
の
関
連
で
、
具
 
 
 

体
的
に
誰
を
指
し
て
い
る
の
で
す
か
。
 
 

い
わ
ゆ
る
A
級
戦
犯
に
指
名
さ
れ
、
逮
捕
、
拘
禁
 
 

さ
れ
た
人
は
、
約
二
百
五
十
名
を
数
え
る
。
 
 
 

そ
の
中
で
二
十
八
名
が
起
訴
さ
れ
、
そ
の
後
、
裁
 
 

判
当
初
で
免
訴
と
な
っ
た
大
川
周
明
博
士
。
裁
判
半
 
 

ば
で
病
死
し
た
松
岡
洋
右
元
外
相
と
軍
令
部
総
長
で
 
 

あ
っ
た
永
野
修
身
元
帥
の
三
名
を
除
い
た
二
十
玉
名
 
 

に
判
決
が
あ
っ
た
。
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そ
の
結
果
全
員
が
有
罪
、
東
条
英
機
元
首
相
・
大
 
 

将
以
下
七
名
が
絞
首
刑
、
平
沼
棋
一
郎
元
首
相
・
枢
 
 

密
院
議
長
以
下
十
六
名
が
終
身
禁
固
、
東
郷
茂
徳
元
 
 

外
相
と
重
光
葵
元
外
相
が
二
十
年
と
七
年
の
禁
固
と
 
 

な
っ
た
。
 
 
 

そ
し
て
、
今
日
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
方
は
、
 
 

絞
首
刑
と
な
っ
た
七
名
。
服
役
中
に
獄
死
し
た
五
名
と
 
 

裁
判
中
に
病
死
し
た
二
名
の
計
十
四
名
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
野
中
発
言
で
分
祀
と
し
て
い
る
方
は
、
 
 

こ
の
方
連
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
額
面
ど
 
 

お
り
に
そ
う
単
純
に
割
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

A
級
戦
犯
と
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
敵
の
軍
事
裁
 
 

判
を
う
け
る
こ
と
を
潔
し
と
せ
ず
、
自
決
さ
れ
た
軍
 
 

人
が
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
方
々
は
合
祀
さ
れ
て
い
る
 
 

の
で
あ
る
。
そ
の
一
人
に
訴
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
 
 

る
満
州
事
変
の
関
東
軍
司
令
官
で
あ
っ
た
本
庄
繁
大
 
 

将
が
お
り
、
さ
ら
に
、
慮
溝
椿
事
件
・
支
那
事
変
・
 
 

大
東
亜
戦
争
 
（
太
平
洋
戦
争
）
 
勃
発
時
に
陸
相
・
参
 
 

謀
総
長
で
あ
っ
た
杉
山
元
元
帥
、
同
じ
く
大
東
亜
戦
 
 

争
開
戦
時
の
厚
相
の
小
泉
親
彦
軍
医
中
将
等
が
お
ら
 
 

れ
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
 
 

う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

ま
た
、
仮
説
を
立
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
 
 

れ
ば
、
東
条
元
首
相
の
逮
捕
時
の
自
決
が
成
功
し
て
 
 
 



平成13年3月22日  英霊にこたえる会たより  第36号（2）  

い
た
と
し
た
ら
、
こ
の
場
合
野
中
発
言
は
ど
う
変
る
 
 

の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

さ
ら
に
ま
た
、
百
八
十
度
立
場
を
か
え
て
米
国
側
 
 

か
ら
み
た
場
合
に
、
戦
死
も
、
自
決
も
す
る
こ
と
な
 
 

く
、
戦
後
を
迎
え
て
い
た
と
し
た
時
、
訴
因
の
一
項
 
 

目
で
あ
る
 
「
真
珠
湾
騙
し
討
ち
」
 
に
よ
り
、
戦
犯
に
 
 

指
名
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
人
物
に
、
莫
珠
湾
奇
襲
の
提
 
 

案
者
で
あ
っ
た
連
合
艦
隊
司
令
長
官
の
山
本
五
十
六
 
 

元
帥
と
対
米
最
期
通
告
の
手
交
時
間
を
、
当
初
奇
襲
 
 

の
一
時
間
前
と
し
て
い
た
の
を
、
そ
の
後
三
十
分
前
 
 

と
し
た
軍
令
部
次
長
の
伊
藤
整
一
大
将
 
（
戦
艦
大
和
 
 

の
第
二
艦
隊
司
令
長
官
）
 
や
、
真
珠
湾
攻
撃
の
第
一
 
 

航
空
艦
隊
司
令
長
官
南
雲
忠
一
大
将
 
（
中
部
太
平
洋
 
 

方
面
艦
隊
司
令
長
官
・
サ
イ
パ
ン
島
で
戦
死
）
 
を
挙
 
 

げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
方
々
は
一
般
戦
没
者
 
 

と
し
て
合
祀
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
々
も
分
祀
の
対
 
 

象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
 
 
 

そ
も
そ
も
、
二
十
八
名
が
選
定
さ
れ
た
過
程
を
み
 
 

る
と
、
キ
ー
ナ
ン
首
席
検
事
の
下
で
、
十
四
回
の
被
 
 

告
選
定
執
行
委
員
会
と
そ
の
後
二
回
の
参
与
検
事
会
 
 

議
で
選
ん
で
い
る
。
（
「
東
京
裁
判
と
は
何
か
」
田
中
正
 
 

明
苧
 
昭
五
八
・
五
二
一
〇
 
日
本
工
業
新
聞
社
。
「
新
 
 

資
料
発
掘
 
東
京
裁
判
の
被
告
は
こ
う
し
て
選
ば
れ
 
 

た
」
粟
屋
志
太
郎
記
 
昭
五
九
二
丁
一
中
央
公
論
）
 
 
 

第
一
回
目
の
委
員
会
は
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
四
 
 

日
に
、
第
二
回
目
を
翌
五
日
に
開
い
た
席
上
キ
ー
ナ
 
 

ン
は
、
「
被
告
の
数
は
、
二
十
名
を
越
え
ず
、
十
五
名
 
 

が
望
ま
し
い
」
 
と
発
言
し
て
い
る
が
、
四
月
八
日
の
 
 

最
終
参
与
検
事
会
議
で
は
二
十
六
名
が
選
定
さ
れ
て
、
 
 

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
承
認
を
え
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
遅
れ
て
到
着
し
た
ソ
連
の
検
 
 

事
の
 
「
さ
ら
に
、
五
名
追
加
せ
よ
」
 
と
の
横
車
に
押
 
 

さ
れ
て
、
こ
れ
を
二
名
に
限
っ
て
、
重
光
元
外
相
と
 
 

参
謀
総
長
で
あ
っ
た
梅
津
英
治
郎
大
将
が
加
え
ら
れ
 
 

て
二
十
八
名
と
な
っ
た
。
 
 
 

被
告
選
定
と
は
何
ん
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 

ま
ナ
 
 

要
は
法
廷
の
被
告
席
と
い
う
升
の
中
に
、
何
人
入
れ
 
 

ら
れ
る
か
と
い
う
単
純
発
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

二
、
あ
な
た
は
、
「
誰
か
が
戦
争
責
任
を
」
 
 
 

と
発
言
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
中
国
が
 
 

、
言
う
と
こ
ろ
の
「
侵
略
戟
争
」
に
対
し
て
 
 
 

の
責
任
を
指
し
て
い
る
の
で
す
か
。
 
 

確
か
に
東
京
裁
判
は
、
連
合
国
の
過
去
の
白
人
支
 
 

配
を
省
み
ず
、
一
方
的
に
わ
が
国
が
侵
略
国
で
あ
っ
 
 

た
と
の
大
前
提
の
下
に
、
昭
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
 
 

二
十
年
九
月
二
日
の
戦
艦
ミ
ズ
リ
ー
で
の
降
伏
調
印
 
 

の
日
ま
で
の
、
実
に
十
七
年
八
カ
月
も
さ
か
の
ぼ
っ
 
 

て
の
訴
追
で
あ
り
、
こ
の
期
問
に
は
満
州
事
変
と
支
 
 

那
事
変
、
特
に
、
そ
の
侵
略
戦
争
の
発
端
と
彼
等
が
 
 

考
え
て
い
る
虞
溝
椿
事
件
が
含
ま
れ
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
前
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
心
的
人
物
 
 

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
石
原
莞
爾
中
将
の
訴
追
は
な
く
、
 
 

ま
た
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
病
床
に
あ
っ
た
支
那
駐
 
 

屯
軍
司
令
官
田
代
暁
一
郎
中
将
 
（
昭
一
二
・
七
・
一
 
 

六
没
）
 
に
代
わ
っ
て
事
実
上
の
最
高
指
揮
官
で
あ
っ
 
 

た
旅
団
長
の
川
辺
正
三
大
将
。
さ
ら
に
は
、
連
隊
長
 
 

と
し
て
直
接
応
戦
の
命
令
を
下
し
た
牟
田
口
廉
也
中
 
 

将
の
両
名
に
つ
い
て
は
、
巣
鴨
に
一
時
収
監
さ
れ
、
 
 

川
辺
大
将
は
、
証
人
と
し
て
法
廷
に
立
っ
た
こ
と
は
 
 

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
共
に
釈
放
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 
 

東
京
裁
判
と
平
行
し
て
中
国
で
進
行
し
て
い
た
国
民
 
 

政
府
の
B
・
C
級
軍
事
裁
判
に
も
召
喚
さ
れ
る
こ
と
 
 

も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
今
日
合
祀
さ
れ
て
い
る
十
 
 

四
名
の
中
、
九
名
の
軍
人
に
限
っ
て
満
州
事
変
と
慮
 
 

溝
事
件
発
生
時
に
、
直
接
ま
た
は
、
指
揮
系
列
上
で
 
 

係
り
合
い
の
あ
っ
た
人
物
を
挙
げ
る
と
、
前
者
に
つ
 
 

い
て
は
、
板
垣
征
四
郎
大
将
 
（
関
東
軍
高
級
参
謀
・
 
 

石
原
中
将
の
上
司
）
 
を
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
武
藤
 
 

華
中
将
 
（
参
謀
本
部
作
戦
課
長
・
石
原
中
将
の
部
下
）
 
 

の
二
人
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
こ
に
は
 
 

中
国
が
目
の
仇
と
す
る
東
条
大
将
は
、
い
ず
れ
に
も
 
 

関
係
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
事
実
を
、
侵
略
と
戦
争
責
任
の
点
か
ら
ど
う
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と
ら
え
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

東
京
裁
判
で
の
慮
溝
椿
事
件
の
審
理
は
、
事
件
の
 
 

背
景
に
は
、
中
国
共
産
党
の
暗
躍
が
あ
る
と
の
弁
護
 
 

側
の
主
張
に
対
し
て
、
ウ
エ
ッ
プ
裁
判
長
は
、
「
全
て
 
 

関
連
性
な
し
」
 
と
し
て
こ
と
ご
と
く
却
下
し
た
。
 
 
 

こ
の
こ
と
に
対
し
て
重
光
元
外
相
は
、
「
よ
っ
て
日
 
 

そ
れ
ん
 
 

支
事
変
の
勃
発
に
最
も
関
係
多
き
共
産
党
 
（
蘇
聯
を
 
 

背
景
と
す
る
）
 
の
策
謀
が
裁
判
資
料
よ
り
除
外
さ
れ
 
 

る
こ
と
と
な
っ
た
」
 
と
日
誌
に
記
し
て
い
る
。
 
 
 

そ
し
て
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
多
く
の
弁
護
側
の
 
 

証
拠
が
却
下
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
が
国
 
 

の
虚
構
橋
事
件
の
戦
争
貢
任
は
追
求
さ
れ
ず
、
ま
た
、
 
 

わ
が
国
の
侵
略
戦
争
で
あ
っ
た
と
は
断
定
し
て
い
な
 
 

い
こ
と
を
、
銘
記
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

三
、
あ
な
た
は
、
毛
沢
東
主
席
が
日
本
軍
に
 
 
 

感
謝
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 
 

昭
和
三
十
九
年
七
月
十
日
、
日
本
社
会
党
の
佐
々
 
 

木
更
三
重
員
長
ら
は
訪
中
し
て
毛
沢
東
主
席
と
会
談
 
 

し
た
。
こ
の
時
佐
々
木
委
員
長
は
、
「
日
本
軍
国
主
義
 
 

が
中
国
を
侵
略
し
、
多
大
な
損
害
を
も
た
ら
し
、
申
 
 

し
訳
な
い
。
」
旨
を
述
べ
た
の
に
対
し
毛
主
席
は
 
 
 

「
何
も
申
し
訳
な
く
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 
 

日
本
軍
国
主
義
は
中
国
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
、
 
 

中
国
人
民
に
権
力
を
奪
取
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
み
 
 

な
さ
ん
の
皇
軍
な
し
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
権
力
を
奪
 
 

取
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。
」
 
 
 

「
わ
れ
わ
れ
は
な
ぜ
、
日
本
の
皇
軍
に
感
謝
し
な
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
 
そ
れ
は
、
日
 
 

本
の
皇
軍
が
や
っ
て
き
て
、
わ
れ
わ
れ
が
日
本
の
皇
 
 

軍
と
戦
っ
た
の
で
、
や
っ
と
ま
た
蒋
介
石
と
合
作
す
 
 

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
二
万
五
千
の
軍
隊
は
 
 

八
年
戦
っ
て
、
l
二
〇
万
の
軍
隊
と
な
り
、
人
口
一
 
 

億
の
根
拠
地
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
し
 
 

な
く
て
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
」
（
「
毛
沢
東
思
想
万
歳
」
 
 

下
巻
 
東
京
大
学
近
代
中
国
史
研
究
会
訳
 
昭
五
〇
・
 
 

三
二
二
一
 
三
一
書
房
）
 
 
 

こ
れ
は
毛
主
席
の
お
世
辞
で
も
外
交
辞
令
で
も
な
 
 

く
、
二
時
間
四
十
分
に
及
ん
だ
会
談
で
数
回
に
わ
た
っ
 
 

て
語
っ
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
よ
り
前
の
昭
和
三
十
 
 

年
に
訪
中
し
た
日
中
友
好
元
軍
人
の
会
代
表
の
遠
藤
 
 

三
郎
中
将
 
（
元
陸
軍
航
空
士
官
学
校
長
・
軍
需
省
航
 
 

空
兵
器
総
局
長
官
）
 
に
も
同
様
の
こ
と
を
語
っ
て
い
 
 

る
。
（
「
毛
沢
東
 
外
交
路
線
を
語
る
」
 
太
田
勝
洪
編
 
 

訳
 
昭
五
〇
・
三
・
一
五
 
現
代
評
論
社
）
 
 
 

ま
た
、
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
こ
の
時
か
ら
十
 
 

四
年
後
の
昭
和
五
十
二
年
十
月
七
日
に
訪
中
し
た
三
 
 

岡
健
次
郎
元
陸
将
が
部
小
平
主
席
と
会
談
し
た
折
り
 
 

部
主
席
も
 
 
 

「
日
本
が
攻
め
込
ん
で
来
た
の
で
蒋
介
石
が
後
退
 
 

し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
八
路
軍
と
し
て
三
ケ
師
団
だ
け
 
 

で
あ
っ
た
が
、
日
本
が
蒋
介
石
を
重
慶
ま
で
押
し
下
 
 

げ
て
く
れ
た
の
で
、
日
本
軍
の
占
領
地
域
の
後
方
に
 
 

広
が
り
、
八
年
の
間
に
百
二
十
万
に
増
え
、
さ
ら
に
 
 

数
百
万
の
民
兵
ま
で
つ
く
っ
た
。
 
 
 

そ
れ
故
、
皆
さ
ん
だ
け
を
責
め
る
の
は
不
公
平
と
 
 

思
う
。
」
（
「
自
衛
隊
将
軍
部
小
平
と
会
す
」
三
岡
健
次
 
 

郎
記
 
昭
五
二
・
一
二
・
一
軍
事
研
究
）
 
 
 

こ
れ
は
毛
主
席
の
述
懐
と
符
号
す
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

さ
き
の
重
光
元
外
相
の
日
記
と
も
合
せ
考
え
た
と
き
、
 
 

「
銃
口
か
ら
政
権
は
生
ま
れ
る
」
 
と
毛
主
席
が
豪
語
 
 

し
た
そ
の
戦
略
を
実
践
し
、
そ
し
て
、
勝
ち
得
た
両
 
 

主
席
の
告
白
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

四
、
あ
な
た
は
、
東
京
裁
判
で
わ
が
国
を
侵
 
 
 

略
国
と
き
め
つ
け
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
 
 
 

が
、
離
日
後
大
東
亜
戦
争
（
太
平
洋
戦
争
）
 
 
 

は
、
自
衛
戦
争
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
証
言
 
 
 

し
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
 
 

わ
が
国
を
占
領
し
た
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
で
あ
っ
 
 

た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
勃
発
 
 

し
た
朝
鮮
戦
争
の
戦
術
上
の
方
針
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
 
 

大
統
領
と
見
解
を
異
に
し
た
た
め
、
二
十
六
年
四
月
 
 

に
罷
免
さ
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
、
そ
の
翌
五
月
 
 

三
日
、
上
院
軍
事
外
交
合
同
委
員
会
で
証
人
に
立
ち
、
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委
員
長
の
質
問
に
答
え
て
 
 
 

「
太
平
洋
に
お
い
て
米
国
が
過
去
百
年
間
に
犯
し
 
 

た
最
大
の
政
治
的
過
ち
は
共
産
主
義
者
を
中
国
に
お
 
 

い
て
強
大
に
さ
せ
た
こ
と
だ
と
私
は
考
え
る
。
」
 
 
 

「
日
本
は
網
産
業
以
外
に
は
、
固
有
の
産
物
は
ほ
 
 

と
ん
ど
何
も
無
い
の
で
す
。
彼
ら
は
綿
が
無
い
、
草
 
 

す
†
 
 

毛
が
無
い
、
石
油
の
産
出
が
無
い
、
錫
が
無
い
、
ゴ
 
 

ム
が
無
い
。
そ
の
他
実
に
多
く
の
原
料
が
欠
如
し
て
 
 

ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
一
切
の
も
の
が
ア
ジ
ア
の
海
 
 

域
に
は
存
在
し
て
ゐ
た
の
で
す
。
 
 
 

も
し
こ
れ
ら
の
原
料
の
供
給
を
断
ち
切
ら
れ
た
ら
、
 
 

一
千
万
か
ら
一
千
二
百
万
の
失
業
者
が
発
生
す
る
で
 
 

あ
ろ
う
こ
と
を
彼
ら
は
恐
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
 
 

て
彼
ら
が
戦
争
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
動
機
は
、
大
 
 

部
分
が
安
全
保
障
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
こ
と
だ
っ
 
 

た
の
で
す
。
」
（
「
東
京
裁
判
日
本
の
弁
明
」
小
堀
桂
一
 
 

郎
編
 
平
七
・
八
・
一
〇
 
講
談
社
）
 
 

と
所
信
を
吐
露
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
前
段
に
つ
い
 
 

て
は
、
東
京
裁
判
に
お
い
て
慮
満
椿
事
件
の
背
後
に
 
 

は
国
際
共
産
主
義
者
の
策
動
が
あ
る
と
の
弁
讃
側
主
 
 

張
を
こ
こ
に
至
っ
て
認
め
、
さ
ら
に
、
わ
が
国
が
日
 
 

清
・
日
露
戦
争
以
来
さ
ら
さ
れ
て
い
た
北
か
ら
の
脅
 
 

威
、
加
え
て
、
ロ
シ
ア
共
産
革
命
後
の
防
共
へ
の
努
 
 

力
を
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
朝
鮮
戦
争
で
、
そ
の
戦
場
 
 

に
立
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
体
得
し
、
結
論
 
 

と
し
て
い
わ
し
め
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
後
段
に
つ
 
 

い
て
は
、
大
戦
前
夜
の
あ
の
A
B
C
D
包
開
陣
 
（
日
 
 

本
封
鎖
）
 
が
、
日
本
を
し
て
大
東
亜
戦
争
 
（
太
平
洋
 
 

け
ん
こ
ん
い
っ
て
き
 
 

戦
争
）
 
と
い
う
乾
坤
一
榔
の
自
衛
戦
争
に
立
ち
上
が
 
 

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
語
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

五
、
と
こ
ろ
で
あ
な
た
は
、
A
級
を
分
祀
す
 
 
 

れ
ば
中
国
は
許
し
て
く
れ
る
と
考
え
て
い
 
 
 

る
の
で
す
か
。
 
 

平
成
十
一
年
十
一
月
十
三
日
付
産
経
新
聞
は
、
中
 
 

国
の
官
営
英
字
紙
チ
ャ
イ
ナ
・
デ
ー
リ
 
（
十
二
日
付
）
 
 

が
 
「
A
級
だ
け
で
な
く
B
級
も
問
題
視
」
 
し
て
い
る
 
 

こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
指
摘
か
ら
考
え
る
と
、
次
は
C
級
、
そ
の
次
 
 

は
中
国
大
陸
を
侵
略
の
軍
靴
で
汚
し
た
日
清
戦
争
以
 
 

樽
の
一
般
戦
没
者
の
分
祀
に
言
い
掛
り
を
付
け
て
く
 
 

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
国
と
い
う
も
の
は
、
丁
度
、
香
港
が
ア
ヘ
 
 

ン
戦
争
の
結
果
、
英
国
と
清
国
と
の
間
に
交
し
た
条
 
 

約
で
租
借
さ
れ
、
そ
の
後
現
中
国
政
府
も
条
約
を
有
 
 

効
と
し
て
認
め
、
今
回
返
還
さ
れ
た
よ
う
に
、
蒋
介
 
 

石
か
ら
毛
沢
東
の
政
権
に
移
っ
た
と
し
て
も
、
国
際
 
 

法
上
か
ら
は
条
約
を
継
承
す
る
そ
の
一
環
性
が
求
め
 
 

ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

従
っ
て
、
東
京
裁
判
に
中
国
国
民
政
府
と
し
て
判
・
 
 

検
事
を
送
り
、
昭
和
二
十
七
年
に
日
華
平
和
条
約
を
 
 

交
し
、
同
年
八
月
五
目
の
発
効
時
に
中
国
関
係
の
B
・
 
 

C
級
全
戦
犯
を
釈
放
し
、
次
い
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
 
 

ス
コ
平
和
条
約
十
一
条
で
最
後
の
A
級
戦
犯
の
一
人
 
 

と
し
て
拘
禁
さ
れ
て
い
た
、
軍
務
局
長
で
あ
っ
た
佐
 
 

藤
賢
了
中
将
が
中
国
を
含
む
東
京
裁
判
関
係
十
一
カ
 
 

国
の
同
意
を
得
て
、
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
釈
 
 

放
さ
れ
た
時
点
で
、
一
連
の
裁
判
関
係
事
項
は
全
て
 
 

終
止
符
が
打
た
れ
た
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
な
 
 

の
で
あ
る
。
 
 
 

靖
国
懇
は
、
開
店
休
業
の
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
 
 

今
さ
ら
分
祀
な
ど
と
い
っ
た
愚
考
を
模
索
す
る
の
で
 
 

は
な
く
、
か
つ
て
大
平
正
芳
首
相
が
、
A
級
戦
犯
合
 
 

祀
の
報
道
が
あ
っ
た
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
九
日
の
 
 

二
日
後
の
二
十
一
日
、
「
人
が
ど
う
見
る
か
、
私
の
気
 
 

持
ち
で
行
く
の
だ
か
ら
批
判
は
そ
の
人
に
任
せ
る
ご
 
 

と
語
っ
て
参
拝
し
た
。
こ
の
信
条
こ
そ
今
日
の
為
政
 
 

者
、
特
に
、
宰
相
に
求
め
ら
れ
る
資
質
で
あ
り
、
政
 
 

治
姿
勢
で
あ
る
。
 
 
 

本
年
は
、
大
東
亜
戦
争
 
（
太
平
洋
戦
争
）
 
開
戦
か
 
 

ら
六
十
年
を
数
え
る
。
そ
の
今
年
こ
そ
靖
国
懇
は
、
 
 

中
国
の
い
わ
れ
な
き
干
渉
を
毅
然
と
し
て
排
し
、
稔
 
 

も
い
り
 
 

理
が
国
家
、
国
民
を
代
表
し
て
、
靖
国
の
杜
に
鎮
る
 
 

二
百
五
十
万
戦
没
者
英
霊
に
、
専
崇
と
感
謝
の
誠
を
 
 

捧
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
、
進
言
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
 
 
 


